
1

IHEIHE--J J ベンダワークショップベンダワークショップ 20062006
IHE-J 技術検討委員会

田中利夫（東芝メディカルシステムズ株式会社）

IHEIHE日本版拡張日本版拡張
- DICOM編 -



2

DICOMDICOMにおけるにおける日本日本版拡張版拡張

（１）モダリティ・ワークリスト拡張（１）モダリティ・ワークリスト拡張

（２）日本語対応（２）日本語対応

（３）（３）JJ1017JJ1017（（VerVer 3.03.0）対応）対応

※※ 本資料では、（１），（２）について説明します。本資料では、（１），（２）について説明します。
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モダリティ・ワークリスト拡張
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RO->R+OO(0010,2000)医学的注意事項110

患者診療モジュール

O->R+OOO(0040,2010)オーダコールバック電話番号48

O->R+OO->R+O(0040,2017)受注側オーダ番号/画像サービス要求45

O->R+OO->R+O(0040,2016)発注側オーダ番号/画像サービス要求44

O->R+OOO(0032,1033)依頼部門40

画像化サービス依頼モジュール

O->R+OOO(0040,1003)依頼済み手続き優先順位30

依頼済み手続きモジュール

O->R+OOO(0040,0012)>事前薬物投与19

O->R+OOO(0032,1070)>依頼済み造影剤18

O->R+OOO(0040,0400)>予約済み手続きステップのコメント16

予約済み手続きステップシーケンス2

予約済み手続きステップモジュール

SCPSCUSCPSCU

戻りキー照合キー

DICOMタグ属性名番号

ワークリストの照合キー／戻りキーの拡張ワークリストの照合キー／戻りキーの拡張

RAD TFRAD TF--2 Table 4.52 Table 4.5--3 3 に対して以下の拡張を行う。に対して以下の拡張を行う。
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DICOM日本語対応
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DICOMDICOM日本語対応オプション日本語対応オプション

【【オプション名オプション名】】

DICOMDICOM日本語対応オプション（日本語表記）日本語対応オプション（日本語表記）

DICOM DICOM JapaneseJapanese Character Set OptionCharacter Set Option（英語表記）（英語表記）

【【適用範囲適用範囲】】

DICOMDICOMベースのトランザクション（注）ベースのトランザクション（注）

上記トランザクションを含む統合プロファイル上記トランザクションを含む統合プロファイル

上記統合プロファイルの対象アクター上記統合プロファイルの対象アクター

（注）日本語を含む可能性の無いトランザクションは除く（注）日本語を含む可能性の無いトランザクションは除く
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データセットに日本語文字集合を含む場合：データセットに日本語文字集合を含む場合：

特定文字集合特定文字集合 (0008, 0005)(0008, 0005) には、には、

特定文字集合特定文字集合 (0008, 0005)(0008, 0005)

““ISOISO 2022 IR 872022 IR 87”” を含むことを必須とする。を含むことを必須とする。

““ISOISO 2022 IR 1592022 IR 159”” の使用は推奨しない。の使用は推奨しない。

““ISOISO 2022 IR 132022 IR 13”” の使用は禁止とする。の使用は禁止とする。
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例：例： Kanda^JirouKanda^Jirou==神田神田^̂次郎次郎==カンダカンダ^̂ジロウジロウ

患者氏名患者氏名 (0010, 0010)(0010, 0010)

第第11要素グループ要素グループの記述は、の記述は、必須とする必須とする。。

記述には、記述には、””ISOISO--IR 6IR 6”” を使用する。を使用する。

第第22、第、第33要素グループは要素グループは、記述することが望ましい。、記述することが望ましい。

記述には、記述には、““ISOISO--IR 87IR 87”” を使用する。を使用する。

【【注注】】

IHEIHE--JJ では、では、HL7 PIDHL7 PID--5 5 患者氏名フィールドは患者氏名フィールドは、、

全角カナ氏名全角カナ氏名はは必須必須

漢字氏名やローマ字氏名は任意漢字氏名やローマ字氏名は任意

カナカナ →→ ローマ字ローマ字（正確にはアスキー文字：（正確にはアスキー文字：ISOISO--IRIR 66）変換によって、）変換によって、
患者氏名患者氏名(0010, 0010) (0010, 0010) の第の第11要素グループに値をセットする際の要素グループに値をセットする際の
変換方式は規定していない。変換方式は規定していない。

例：例： Kanda^JirouKanda^Jirou==神田神田^̂次郎次郎==カンダカンダ^̂ジロウジロウ
第第11要素グループ要素グループの記述は、の記述は、必須とする必須とする。。

記述には、記述には、””ISOISO--IR 6IR 6”” を使用する。を使用する。

第第22、第、第33要素グループは要素グループは、記述することが望ましい。、記述することが望ましい。

記述には、記述には、““ISOISO--IR 87IR 87”” を使用する。を使用する。
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DICOMDICOM日本語対応の基本原則日本語対応の基本原則

““DICOMDICOM日本語対応オプション日本語対応オプション”” をサポートする装置は、をサポートする装置は、

DICOMDICOMベースのトランザクションにおいて、ベースのトランザクションにおいて、

他のデバイス他のデバイス（（装置装置またはまたはリムーバブルメディアなどリムーバブルメディアなど））

から受け取ったデータに日本語から受け取ったデータに日本語文字（文字（ISOISO--IR 87IR 87））が含まが含ま

れていた場合でれていた場合であってあっても、も、（（IHEIHEの要求範囲内で）の要求範囲内で）

DICOMDICOMデフォルト文字（デフォルト文字（ISOISO--IR 6IR 6））のみのみが含まれていたが含まれていた

場合と同様の扱いをしなければならない。場合と同様の扱いをしなければならない。
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具体的には具体的には

【【表示表示】】

表示することが要求されている項目については、日本表示することが要求されている項目については、日本
語での表示が可能なこと。語での表示が可能なこと。

【【情報連携情報連携】】

他のデバイス他のデバイス（装置またはリムーバブルメディアなど）（装置またはリムーバブルメディアなど）
にデータを引き渡すためにコピーすべき項目についてにデータを引き渡すためにコピーすべき項目について
は、日本語を含めそのままコピーすること。は、日本語を含めそのままコピーすること。

受け取ったデータに日本語が含まれていた場合：受け取ったデータに日本語が含まれていた場合：
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例：例：SWFSWFの場合の場合 【【表示表示】】

QueryQuery Modality Modality WorklistWorklist [RAD[RAD--5]5] で取得した情報ので取得した情報の

中で、表示することが求められている項目：中で、表示することが求められている項目：

RAD TFRAD TF--2 Table 4.52 Table 4.5--3. 3. のの Query Keys Return/SCU Query Keys Return/SCU 欄で、欄で、
R+ R+ で表記されている項目で表記されている項目

IHEIHE--J J モダリティ・ワークリスト拡張をサポートする場合には、モダリティ・ワークリスト拡張をサポートする場合には、
上記および「医学的注意事項（上記および「医学的注意事項（MedicalMedical AlertsAlerts）」）」 (0010,2000)(0010,2000)

【【表示することが要求されている項目表示することが要求されている項目】】
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例：例：SWFSWFの場合の場合 【【表示表示】】

QueryQuery Images [RADImages [RAD--14]14] で取得した情報の中で、表示で取得した情報の中で、表示

することが求められている項目：することが求められている項目：

RAD TFRAD TF--2 Table 4.142 Table 4.14--1. 1. のの Query Keys Return/SCU Query Keys Return/SCU 欄で、欄で、
R+ R+ で表記されている項目で表記されている項目
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例：例：SWFSWFの場合の場合 【【情報連携情報連携】】

MWLMWL, Image IOD, MPPS , Image IOD, MPPS 間の情報連携のために、間の情報連携のために、

コピーすることが求められている項目：コピーすることが求められている項目：

RADRAD TFTF--2 Appendix A 2 Appendix A を参照のことを参照のこと

【【コピーすることがコピーすることが要求されている項目要求されている項目】】
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DICOMDICOM日本語対応に関するコメント日本語対応に関するコメント

「「DICOMDICOM日本語対応オプション」に関する日本語対応オプション」に関する

御意見、コメントを受け付けます。御意見、コメントを受け付けます。

コメント受付期間コメント受付期間 ：： 20062006年年77月月1919日～日～88月月1818日日

コメント提出先コメント提出先 ：： IHEIHE--J J 事務局事務局

その後、「その後、「IHEIHE日本版拡張」としてドキュメント化日本版拡張」としてドキュメント化
（（IHEIHE Technical Framework National ExtensionTechnical Framework National Extension））
の予定。の予定。



15

説明を終わります。

IHEIHE日本版拡張日本版拡張
- DICOM編 -


